
                                                                                                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                            

 

                                                                                                                                                                                                                                             

 

  
2016 年 4 月 14 日 21 時 26 分頃に発生した熊本県熊本地方での地震を受け、聴覚障害者災害救援中央本部は、 

同日「聴覚障害者災害救援対策本部」を全日本ろうあ連盟本部事務所（東京）に設置しました。 

【支援金振込口座】 ★みずほ銀行内(本・支店間)の振込は手数料免除となります 

みずほ銀行 江戸川橋支店 普通預金 口座番号：１５１１２７６ 

名義：(一財)全日本ろうあ連盟 災害救援中央本部代表 石野富志三郎 
 

＜目標金額＞     

＜支援金状況＞   

 

◆聴覚障害者災害救援対策本部◆ 
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【第 49 回全国手話通訳問題研究集会サマーフォーラム in かながわ】 

８月１９日（金）～２１日（日）に開催された、 

全国手話通訳問題研究集会で募金活動を行いました。 

熊本支援を！のお願いに応えて、炎暑の中、全国各 

地から集まった参加者から多数の募金を頂きました。 

ありがとうございました！＜支援金 133,112 円＞ 

【熊本合同会議および現地視察】 
◆８月 28 日（日） 

熊本県熊本市で、聴覚障害者災害救援中央本部、 

熊本地震聴覚障害者支援対策本部、九州ブロック 

対策本部の合同会議を行いました。熊本本部の取 

り組み報告等を踏まえて協議し、今後の支援の在 

り方、中央本部としての取組み等を確認しました。 

 

◆8 月 29 日（月） 

現地視察チームと関係団体訪問チームに分かれて視察を行いました。 

 

＜現地視察＞ 

益城町・西原村・阿蘇方面・西原町（被災したろう者宅、仮設住宅） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

今回の熊本本部へのヒアリングや合同会議の中で、手話通訳者の公的

派遣、聞き取り調査の仕方など、いくつかの課題があがり、今後の防災対

策にフィードバックしていく必要があります。また、現地の視察をとお

し、継続した支援が必要であることが明確になりました。 

全国の皆さん、引き続きご支援をよろしくお願いいたします。 

 

＜関係団体訪問＞ 

熊本県庁障がい者支援課担当・社会参加支援班担当と意見交換を行い

ました。その後、被災地障害者センターくまもと等で情報交換を行いま

した。 

   

＜現地視察説明会＞ ＜益城町の様子＞ 

 

＜西原村（被災ろう者宅）＞ 

 

＜西原村仮設住宅＞ 

 

＜熊本県庁 障がい者支援課・社会参加支援班＞ 

 

＜被災地障害者センターくまもと＞ 

 東弁護士 

今なお、被災した家は修復されず、がけ崩れ

や道路の液状化など、地震の爪痕が各所に残っ

ています。また、被災したろう者の方から仮設

住宅での苦難の生活を伺いました。 

建物再建のための給付金や生活給付に係わる

制度上の問題、心のケアの問題など、課題も多

く、より一層の社会資源の整備が必要とされて

います。 


